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調査結果の
知らせかた
いろいろな調査で得た結果を、たくさんの人に知ってもらうにはどうしたらよいでしょうか。

田園自然再生活動に取り組んでいるグループの例を紹介しながら、知らせかたの方法を考えてみます。

●壁新聞をつくる
紙面の構成、配色、レイアウト、図表を工夫するなど

して、何を伝えたいのかをはっきりさせ、読む人の立場

になって表現を工夫してみましょう。楽しみながら作る

ことが大切です。

できあがった壁新聞は地域内での発表にとどまらず、

壁新聞コンクールなどにも応募して、たくさんの人に見

てもらう工夫と努力も必要です。

●地域マップをつくる
生きもの調査で確認された生きものや、地域に残した

い、あるいは復活させたい生きものや風景などを地図に

落とし込み、田園自然再生計画を描いた地域オリジナル

の地図を作ってみましょう。

できあがった地図は、その後の田園自然再生活動に役

立てていくとともに、地域の取組みを広く紹介していく

ための材料として活用します。

【壁新聞の例】
宮城県・登米市立新田第一小学校

『ふるさといっぱい新聞』

【広報誌の例】
宮城県・登米地方振興事務所

『広報・広聴通信』

1
調査結果
の活用



29

●簡易図鑑をつくる
生きもの調査で確認された生きものの写真やスケッチを使っ

て、名前や大きさ、特徴、確認された時期、場所などを記入し、

地域の「生きもの図鑑」をつくってみましょう。

できあがった図鑑は、今後の調査での生きものの確認や身近

な自然を知るためのハンドブックとして、さまざまな活動に役

立てることができます。

●調査を継続し、
結果を記録する

調査は毎年継続して行い、生きものの季節ご

との生息場所の違いや、生息数の変化などを記

録してみましょう。1年ごとの変化や違いなど

を通じて地域の環境の変化を把握することで、

保全対象となる生きものの設定や保全対策の検

討に役立てることができます。

北御牧小学校での出前授業

パネル展と出前授業で子どもたちにアピール！

　多くの人たちに活動の意義や成果を知ってもらうための手段は、機関紙や壁新聞、

冊子などのほかにも様々あります。多くの人たちにアピールできる方法としては、パネ

ル展や出前授業のような方法もあります。

　「オオルリシジミ」の保全活動に取り組む「北御牧のオオルリシジミを守る会」（37

頁参照）では、地元の子どもたちに「オオルリシジミ」について知ってもらい、保全活

動に参加してもらおうと、市内の小中学校を巡回するオオルリシジミパネル展を開催

しました。また、それにあわせてその生態や保全方法などに関して、会長が学校に出

向いて直接子どもたちに向けて特別理科授業も行いました。

　子どもたちに地元の課題を学ばせたいと考える学校や先生も少なくありません。

また、子どもたちに向けて、活動に携わる人たちの想いや情熱を直接伝えることはと

ても効果があります。積極的に地元の学校などにもアピールしてみましょう。

ここを
チェック

【図鑑の例】
『北の草花散歩～じぶんの植物図鑑～野山編』
（特定非営利活動法人 グラウンドワーク西神楽作成）
（北海道・旭川市）

【 記録票の例 】




